
ケニア共和国　イララマタク地域開発プログラム(KEN-182381) 

2013年度（2012年10月1日～2013年9月30日）

日ごろより、チャイルド・スポンサーシップを通して、
温かいご支援を賜りまして、心より感謝申し上げます。
2013年度の活動報告として「プログラム近況報告」
と、チャイルドの「成長報告」をお届けいたします。
昨年度も活動を進めることができましたのは、子ど
もたちを思い、継続的にご支援をくださる皆さまの
おかげと、感謝しております。
この1年の地域支援における活動の成果、今後の課
題をご確認いただくとともに、チャイルドの成長をとも
に喜んでいただけますと幸いに存じます。

チャイルド・スポンサーの皆さま

プログラム近況報告

皆さまのチャイルド、そしてすべての子どもたちが健
やかに成長できる地域となることを目指し、活動を続
けてまいります。
皆さまの尊いご協力を、今後ともどうぞよろしくお願
い申し上げます。

地域が主体となって弱い立場に置かれた人々を支援し始めています
イララマタク地域開発プログラム（以下、ADP）では、地域諮問委員会（地域内の様々なグループをまとめる
機関）、保健従事者、HIV/エイズとともに生きる人々の自助グループなど、さまざまな住民組織の能力を高め
るために活動しています。ワールド・ビジョンが去った後も、住民自身が自らの力で地域開発を担っていくこ
とができるようになることを期待しているからです。今年度は親を失った子どもたち40人以上に対して、地
域の女性グループや教会が授業料と制服を補助しました。また、地域諮問委員会は8人の子どもたちを児童
労働や女性器切除の危険から救い出し、彼らが学校に戻れるようにサポートしました。

夫を亡くした女性たちのグループにより学
費の補助を受けている地域の子どもたち

教会のメンバーは皆でお金を出し合い、親を亡くした
16人の子どもたちの授業料や制服を支援しています

特定非営利活動法人
ワールド・ビジョン・ジャパン
常務理事・事務局長







【地域内に立ちはだかる障がい】 【早婚から救われて】
ADPの活動を進めていくにあたり、道路や交通手段が十
分整備されていないことが未だに大きな障がいとして立ち
はだかっています。地域の中には、電話やインターネット
といった通信手段がないため、必要なときに必要な情報を
伝達することができずに、活動を実施することが困難な場
所も多くあります。移動するにも非常に時間がかかります。
ADPは、郡の役所において予算や活動計画の策定が行わ
れるときには、インフラの整備を強く主張しています。
またある家族は、乾期には家畜のための牧草と水を求め
て、ほかの地域へ移住してしまった家族もいました。この
ため、居場所が分からなくなり、チャイルドの状況調査が
遅れがちとなったこともあります。
子どもの権利を侵害する習慣（例えば、女子児童に対する
早婚や結婚の強制、女性器切除、男子児童が村の戦士に
なり学校を退学しなければならないこと、子どもを労働力
として利用すること、等）が未だに地域で許容されているこ
とも大きな課題の一つです。

女性器切除および
早婚を強要されてい
た少女（一番左）とそ
の家族。ADPスタッ
フがその状況を知っ
て介入し、今では学
校に寄宿して勉強を
続けられるようにな
りました

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト

2009年に、リリアンさん
が早婚を強要さ れている
という情報が報告され、
郡の役所と協力し、彼女
を早婚から救うことがで
きました。数カ月後には
希望通り高校に入学し、
昨年には卒業試験を受け
ることができました。この
例は、村の女子教育につ
いての認識を変え、結婚
を理由に女子生徒が退学
するケースが減少してい
ます。数年前は8年間の初等教育を終えられた女子生徒
はたった1人でしたが、今では20人以上になっています。
リリアンさんはその後、高校を修了し、マサイ・マラ大学
への入学願書を提出しています。「早婚を強制される恐れ
もなくなり、今では自信をもって自分の意見を述べること
ができます。私を助け、高校での教育を受けられるように
支援してくださ り本当にありがとうございます。将来、こ
の地域に戻り、地域の女子生徒がそれぞれの可能性を見
出せるような働きができるようになりたいです」
※ケニアの教育制度は、8年間の初等教育（小学校）、4年間の中等
教育（高校）、4年間の高等教育(大学)となっています。

 

「スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト」では、チャ
イルドとの手紙の交流や毎年の成長報告などを通して、
支援の成果を実感していただくための活動を行っていま
す。そのため、チャイルドの成長を定期的にモニタリング
し、支援事業がチャイルドとその家族、さらに地域の人々
の生活をどのように改善しているのか確
認を行っています。また、チャイルドの
家族や地域の人たちが「子どもを中心と
した開発」を理解し、その支援活動の中
心を担っていくような啓発活動も行って
います。
イララマタクADPでは、「子ども議会」
や「子どもクラブ」といった活動を定期
的に実施し、子どもたち自身が地域社会

をどのように捉え、何が課題であり、それに対してどのよ
うな行動をとっていけるかを話し合ったり、寸劇を通して
表現したりする場を設けています。
ほかにも、今年度は578人の子どもたちについて、出生
証明書を取得するための手続きをサポートしました。イ

ララマタク地域内では、親が届け出を
していなかったために出生証明書を持
たない子どもが多くいますが、この重
要文書がないと初等教育から中等教
育、高等教育へと進学することができ
ません。578人の子どものうち81人
が小学校8年生でしたが、出生証明書
を取得し、無事に初等教育修了試験を
受けることができました。

地域内の小学校に通う子どもたち。続
けて教育を受け、地域の未来を支えて
いってほしいと願います

早婚を強要されていた当時の状
況について語ってくれたリリアン
さん



ケニア共和国　キアムボゴコ地域開発プログラム(KEN-185647) 

2013年度（2012年10月1日～2013年9月30日）

日ごろより、チャイルド・スポンサーシップを通して、
温かいご支援を賜りまして、心より感謝申し上げます。
2013年度の活動報告として「プログラム近況報告」
と、チャイルドの「成長報告」をお届けいたします。
昨年度も活動を進めることができましたのは、子ど
もたちを思い、継続的にご支援をくださる皆さまの
おかげと、感謝しております。
この1年の地域支援における活動の成果、今後の課
題をご確認いただくとともに、チャイルドの成長をとも
に喜んでいただけますと幸いに存じます。

チャイルド・スポンサーの皆さま

プログラム近況報告

皆さまのチャイルド、そしてすべての子どもたちが健
やかに成長できる地域となることを目指し、活動を続
けてまいります。
皆さまの尊いご協力を、今後ともどうぞよろしくお願
い申し上げます。

私の学校にも水がやってきました！
キアムボゴコ地域開発プログラム（以下、ADP）では、より多くの住民が安全な水を手に入れることができる
よう、水・保健衛生改善分野に力を入れて活動しています。地域のほとんどの学校に水道はなく、子どもたち
はその日学校で使う分の水を毎朝自分で持ってきます。家にも水道はなく、早朝から遠くの川や泉、井戸まで
水汲みに行くため、多くの時間と労力を使います。そのため、今年度、ADPは地域内のいくつかの小学校に
貯水タンクを支援しました。その内の一つの小学校に通うロイセちゃん(8年生)は学校に水があることの喜
びを笑顔で語ってくれました。「貯水タンクのおかげで、もう家から水を持ってこなくてよくなったので、水汲み
で遅刻をすることもなくなったわ。それに、学校できれいな水を使って手を洗えるから、前よりも病気で学校
を休むお友だちも減ったの。本当に嬉しいです」

ADPによる給水システムの整備によりきれいな
水がひかれ、子どもたちに笑顔を与えています

 「水があるおかげで花も育てることができ
ます。前よりも学校がきれいな場所になっ
たと思います」と語ってくれたロイセちゃん

特定非営利活動法人
ワールド・ビジョン・ジャパン
常務理事・事務局長



地域内にはHIV/エイズで親を亡くし、子どもたちだ
けで暮らしている世帯や、親戚の家に身を寄せてい
る子どもたちがいます。そのような世帯に対して、養
蜂用の巣箱50個と15匹のヤギを支援しました。
蜂蜜やヤギの乳を販売することで世帯収入を向上
し、少しでも彼らの生活の支えになってほしいと願っ
ています。また、地域内の45人の宗教指導者（キリ
スト教やイスラム教）に対して、HIV/エイズ予防や
適切な対処に関する研修を行いました。宗教指導
者は地域住民に対して大きな影響力を持つ存在で
す。彼らの口からHIV/エイズに関する正しい情報を
発信してもらい、人々の行動を変えていくことが狙い
です。
HIV/エイズのほか、今年度は広く保健分野に関わ
る活動として、保健省と協力し、3,341人の子ども
たちに対して、はしかの予防接種とビタミンA剤の補
助を行いました。また、地域内の2つの保健センター
の職員に対して、研修を行い、保健センターの職員
や利用者である住民の目から見て、適切な医療サー
ビスを提供するために保健センター内で何が欠けて
いるかを調べ、本来そのニーズを満たすべき存在で
ある行政機関に訴えかける方法について学びまし
た。ニーズを訴える際には、何が不足しており、いく
らの予算で、どのようなプロジェクトをしてほしいの
かをしっかりと申請書にまとめて行政に提出します。
今まではその申請書の準備の仕方も分からず、何も
できずにただいつか支援が届くことを待つだけでし
たが、研修を通して行政ではなく住民の目線でニー
ズを把握し、積極的に住民側から働きかけていくこ

ADPマネージャーからのごあいさつ

HIV/エイズ対策プロジェクト

キアムボゴコ地域へのご支援に、心から感謝申し上げます。皆さまの温か
いご支援により、地域の子どもたちや家族が豊かないのちを生きることが
できることを目指した活動を行うことができています。私自身もかつては
ワールド・ビジョンから支援を受けるチャイルドでしたので、皆さまのご支
援がどれだけ地域の人々の生活を変えるのか身に染みて理解しています。
その献身的なご支援に改めて感謝を申し上げるとともに、今後ともどうぞ
よろしくお願いいたします。

保健センターで働くサイモ
ンさん。分娩数が最も多
かった病院として表彰され
た際にもらったトロフィーを
見せてくれました

ロビンソン・コトル（キアムボゴコADPマネージャー）

とを学ぶことができました。研修の後、地域の保健
センターの一つでは、実際に地方行政に対して産科
病棟の修繕ならびに増設のための予算を申請し、必
要な支援を取り付けることに成功しました。この保
健センターは、周辺地域一帯で最も分娩数が多かっ
た病院として、表彰されるまでになっています。ワー
ルド・ビジョンは地域に一時的に留まる存在でしか
ありません。このようにして、地域住民が地方行政と
の協力により、地域の課題解決に取り組むことを経
験することは、非常に大きな成果と言えます。

養蜂用の巣箱の提供を
受けた子どもたち



教育分野での課題

キアムボゴコ地域には教室や教員、教材などが揃っ
ていないために十分な教育を受けることのできない
子どもたちがまだ多くいます。ADPの予算や人員も
限られており、地域に山積する課題すべてに取り組む
ことはできないため、現在は住民から最も優先すべき
課題としてあげられた保健分野、水・衛生分野に注
力している状況です。給水システムを整えることで、
子どもたちの健康状態が改善され、水汲みにかかる
時間が減り、学校に通える子どもたちが増えています
が、学校に行けたとしても、すし詰め状態の教室と
いった問題は残ります。ケニアでは１クラスあたり最
大45人の生徒数が望ましいという基準が設けられ
ていますが、特に農村部の学校ではその基準は無き
に等しい状況です。すでに多くのご支援をスポンサー
の皆さまにはいただいておりますが、今後もこの支援
の輪に１人でも多くの方が加わり、教育分野での課
題にも取り組むことができるようになればと願ってい
ます。

地域内の小学校の様子。96人が一緒に授業を受け、本来は3人で
使うはずの机とイスを6、7人で共用しています

ADPマネージャー（写真奥）の話に耳を傾ける子どもたち。きらき
らと輝く瞳からは学校が大好きな様子が伺えます

この小学校は、地域住民が自分たちで作り上げた学校です。遠距
離を毎日徒歩で通う子どもたちの姿に胸を痛め、行政の取り組み
を待つのではなく、住民自身がお金と労力を出し合い教室を作り
ました。しかし、生徒数に対して教室が不足しているため、3年生ま
でしか通えません。ここで働く教師は3人（写真は校長先生）です
が、職員室はなく、木の下で会議をしたり仕事をしています。学校
の周りには家々が点在するだけで商店や食堂などもなく、保護者
の寄付による薄給で働いている教師もいるため、毎日昼食も食べ
ないなど多くの犠牲を払いながら働いています



水・保健衛生改善プロジェクト

より多くの人々が安全な水へ、より近距離でアクセス
できるように、今年度は貯水タンクの建設と、山の中
にある水源から貯水タンクへのパイプラインの整備を
行いました。これにより3,350人（その内1,572人
が子ども）が徒歩30分以内で飲み水を確保すること
ができるようになりました。これらの給水システムの
整備が完了する前には、12キロも離れたところから
山を登り、水源まで水を汲みにくる人々もたくさんい
ました。水汲みのために学校を休まざるを得ない子
がいたり、女の子の場合は山の中の人気もないところ
で身に危険がおよぶことすらありました。また新たに
地域に水管理委員会が設置されました。そして、ワー
ルド・ビジョンから組合の運営方法（委員会の運営
全般や会計など）について研修を受け、現在では水を
汲みに来た利用者は少額の料金を支払い、その費用
は給水システムのメンテナンス費用に充てています。
メンテナンスは2カ月に1度必ず行われ、基本的な修
繕はすべて水管理委員会のメンバーで行っています。

貯水タンク（右）と水の販売所（左）。住民は10-30リットルのプラ
スチック容器を持参し、容量に応じて料金を払っています

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト

このように住民たちの間でお金を回し、作業も担うと
いう持続可能な形が整ってきています。
そのほか、地域内の2つの就学前教育センターに通
気改良型トイレを建設しました。地域内ではまだト
イレの普及率は低く、人々の衛生管理に対する意識
や居住地域の衛生状態は良いとは言えません。今
後も給水設備の整備と並行してトイレの建設や衛生
教育にも力を入れていきます。

「スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト」では、
チャイルドとの手紙の交流や毎年の成長報告などを
通して、支援の成果を実感していただくための活動を
行っています。そのため、チャイ
ルドの成長を定期的にモニタリ
ングし、支援事業がチャイルドと
その家族、さらに地域の人々の
生活をどのように改善しているの
か確認を行っています。また、チャ
イルドの家族や地域の人たちが
「子どもを中心とした開発」を理
解し、その支援活動の中心を担っ
ていくような啓発活動も行ってい
ます。

キアムボゴコ地域では、家庭が貧しいがゆえに、子
どもたちが近隣の町に出ていき花農園で働いたり、
家で家畜の世話や農作業に従事したりというケース

が見られます。その結果、学校
に行くことができず、「教育を受
ける権利」は守られていません。
また、子どもたちに対する家庭
内での身体的/精神的暴力の
事例もADPには報告されてい
ます。そのような状況を少しで
も改善するために、啓発活動の
強化と子どもの権利が守られる
ような仕組みづくりを、今後も実
施していきたいと考えています。

地域に住むチャイルド（一番左）とその家族と
ADPスタッフ（右から2人目）





地域内では十分な食事も摂れない中、小学校に通うために日々
長い道のりを歩かざるを得ない子どもが多数います。毎朝毎晩
通学に時間がかかるだけでなく、特に思春期の女子の場合は通
学中に身に危険がおよぶこともあります。また、電灯も十分に
ない家に戻れば、夜間に勉強することは大変難しく、家事の手
伝いに追われることもしばしばです。そのため、今年度、地域
内の小学校一校に女子生徒用の寮を整備しました。二段ベッ
ドを置き、学校の周りには安全対策のために金網を張りめぐら
しました。安全な学校で、友だちと一緒に安心して勉強に集中
できることは、彼女たちにとっては何よりも幸せなことです。
また、教育省と協力して、地域内の5校について、学校運営委
員会への研修を行いました。お金や教材の管理の仕方、親や
生徒への説明責任の果たし方、教育の質を向上するためのカリ
キュラムの見直し、などについて研修が実施されました。

教育プロジェクト

小学校に整備された女子生徒用の寮

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト

「スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト」では、チャイルドとの手紙の交流や毎年の成長報告などを通して、支援
の成果を実感していただくための活動を行っています。そのため、チャイルドの成長を定期的にモニタリングし、支援事業
がチャイルドとその家族、さらに地域の人々の生活をどのように改善しているのか確認を行っています。また、チャイルドの
家族や地域の人たちが「子どもを中心とした開発」を理解し、その支援活動の中心を担っ
ていくような啓発活動も行っています。
さらに、今年度は778人の子どもたちについて、出生証明書を取得するための手続きを
サポートしました。オレントン地域内では、親が届け出をしていなかったため出生証明書
を持たない子どもが少なくありませんが、この重要文書がないと進学を阻まれたり、公共
サービスを受けられなかったりと不都合が生じます。
ワールド・ビジョンは、地域内でも特に弱い立場に置かれた子どもたちを重視し、活動
を行っています。そのため、障がいを抱えた子どもや親を失った子ども等について、
ADPが学費や学用品を支援する場合もあります。ンコブル君（9歳）は、小児麻痺のた
めに膝から下が自由に動かせず、小学校を中途退学せざるを得ませんでしたが、ADP
は活動を進める中で彼の状況を知り、車イスを支援することにしました。

車イスの支援を受け、以前よりも動き
やすくなったと喜ぶンコブル君

ADPマネージャーからのごあいさつ

オレントン地域から心を込めてごあいさつ申し上げます。皆さまからの継続的なご支援と祈りに支えられていることを本当
に感謝しています。私たちが、教育や保健分野で幅広く活動を行うことができるのは、皆さまからのご支援のおかげです。
このごあいさつを書いている今、オレントン地域の子どもたちは「子ども議会」の新しい
リーダーたちを選出しています。選出された子どもたちは、彼らの視点から子どもの権利
が地域の中でどのように守られ、また脅かされているのかを確認し、ほかの子どもたちの
問題意識を高め、地域の大人たちに必要な提言を行っていきます。
日本の皆さまもオレントンにいる私たちも、子どもたちが豊かないのちを生きられるよう
に、という願いで1つであることをうれしく思います。改めて、オレントン地域の子ども
たちへの皆さまからの力強いご支援に感謝申し上げます。

ベルナデ・ロロジュ（オレントンADPマネージャー）



アフリカや中東をはじめとする国々では、女の子の成人への
通過儀礼として女性（その多くが15歳未満の女子）の性器
の一部を切除する慣習（FGM：女性器切除）が根強く残っ
ています。この慣習は非常に強い伝統文化に根差しており、
それが有害であると分かっていたとしても、自分の娘にFGM
を受けさせてしまう親は多くいます。
オレントン地域はマサイ族が多く、FGMも未だに広く行われ
ています。今年度は地域内のナロク郡において、FGMが与
える子どもたちの心身への悪影響について、また、ライフ・ス
キル

※
を身に着けることの重要性に関する研修を開催しまし

た。322人の女子生徒が研修を受け、最後にFGMに代わ
る通過儀礼として、郡の指導者たちから祝福を受けました。
強い伝統文化により支えられているFGMをなくすためには、
地域内で発言力を持つ人々の意識を変え、協力を仰ぐことが
必要不可欠です。ADPは村々の指導者である長老に対して
もFGMの有害さを訴える啓発集会を実施しました。集会の
中では、2011年にケニアで法制化された「女性器切除禁止
法」に関して説明がなされました。今後長老たちが中心となっ
て、集会で聞いたことをそれぞれの村で人々に伝えていくこと
が期待されます。

※ライフ・スキル
子どもたちが、自分で考え、意思決定し、それを伝えることができるようにな
ることを目指す学習。性教育、子どもの人権、女性の人権、意思決定（ＨＩ
Ｖ/エイズの被害者にならないよう、男性が決定権を持つ伝統的な社会で、
自分の意思を「ノー」と言って伝えることの大切さ等）について学ぶ 村 の々長老（指導者）を招いての研修の様子

 郡の指導者から研修の修了証書を受け取る女の子

にめたう言と」ーノ「 に）除切器性女（MGF
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